
目指す姿
人々の営みによって守られてきた豊かな自然環境やその背景にある多様な歴史文化を、
一つのストーリーのもとに場所や時期によって変化する様々な体験価値に落とし込み、
来訪者の地域内の周遊を実現する

大山隠岐国立公園大山蒜山地域 利用の高付加価値化に向けた基本構想①
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地域の課題

ストーリー

地域内の様々な資源を地域における一連の魅力・体験へ落とし込む取組や体験の磨き上げが不

足しており、地域一体での周遊がなされない

人々の営みの歴史が刻まれた山々が
自然・文化・生活を育む

先端モデル事業の対象とする利用拠点

集中的に魅力向上に取り組む利用拠点に

大山寺地区を選定

◎大山寺地区を中心に、地域の関係者等と連携して下記の
取組を進め、滞在体験の魅力向上を図る

・利用拠点マスタープラン等の策定
・地域協働実施体制の構築
・自然体験アクティビティとの連携
・国立公園ならではの感動体験を提供する宿泊施設の確保
・保護と利用の好循環の仕組みづくり

地域の強み
山岳信仰や自然の利活用など、人々の営みによって守られてきた豊かな自然環境や歴史文化

とそれらを維持し拡大していく仕組みがあること

【大山寺地区】

【大山隠岐国立公園大山蒜山地域 区域図】

公園区域



＜拠点整備のポイント＞

●外へ出てもらう仕組みの創出

宿泊施設や飲食、体験拠点を分散させることにより、滞在者の地域での周遊を促す

●地域全体で滞在に必要な機能を補完

地域ならではの食を提供する飲食店や文化体験・自然体験コンテンツを地域の事業者各々が展開
することにより、宿泊施設と機能補完を行う

●地域全体での提供価値の統一

街並み整備やアクティビティ等も含めて、地域で発信するストーリー・メッセージにて統一された
世界観を創出し、滞在者へ大山寺地区ならではの自然・歴史・文化における価値を必ず訴求する

大山隠岐国立公園大山蒜山地域 利用の高付加価値化に向けた基本構想②

利用拠点における拠点整備の方向性

事業化に向けた推進体制のあり方

既存の宿泊施設や空き施設を活用し、地域の魅力を体現した宿にしていくことで、
宿を起点に訪問者が地域を周遊しながら地域ならではの価値を体感できる拠点づくり
を進める

地域事業者
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●関係自治体・団体

各自治体等毎に関連計画

策定及び施行

連携

計画策定・実行

計画承認

連携及び支援

●鳥取県

●大山町

各自治体毎に関

連計画策定及び

施行

●観光局

●商工会

●各種組合

●各種自治会等

独自施策の施行、

国立公園に関する

意見抽出及びヒア

リング

●観光事業者

●飲食事業者

●ガイド事業者等

国立公園高付加価値化に

向けた取組を実施

【拠点整備のイメージ】

2

令和7年度以降の大山蒜山地域における

具体的な利用の高付加価値化の可能性

について、以下の3ステップを例示。

【STEP 1】
大山寺地区ならではの魅力を体現した、感

動体験を提供する宿泊/滞留施設の整備

【STEP 2】
大山寺地区における利用の高付加価値化を

さらに進め、周遊を促すためのまちづくり

【STEP 3】
大山寺地区を中心とした大山蒜山地域内の

連携による地域全体の広域周遊促進

今後の主なロードマップ

令和6年度 令和7年度以降

基本構想案
策定

感動体験を提供する拠点整備
マスタープラン
の検討・策定

拠点利用の高付加価値化検討・実施

利用拠点の面的な
魅力の向上に関する取組

◎体験アクティビティ造成、ガイド事業者連携、人材
育成等
◎利用施設の整備・管理運営
◎他業種の事業者との連携等
◎保護と利用の好循環の仕組みづくり
◎サステナビリティを体感する仕組みづくり
◎情報提供/プロモーション

詳細
サウン
ディング
調査

場所/要件
の決定

事業者
公募/決定

体験提供

拠点
利用に
おける
詳細
検討

民間
提案
公募

地域協働
実施体制構築

推進枠組み
検討

民間サウン
ディング実施

継続的な
サウンディング調査

制度的な対応
（公園計画、管理運営計画、利用拠点整備改
善計画・自然体験活動促進計画等）

今後の具体的な展開イメージ
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